建築設計業務受注者のみなさまへ

建築士法第22条の３の３に定める記載事項の提出について
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西条市役所契約課

平成２７年６月２５日より「建築士法の一部を改正する法律」が施行され、建築物の設計及び工事監理の業務に係る契約においては、同法に定められた事項を記載した書面による契約締結が義務化されました。契約書に「別紙（建築士法第２２条の３の３に定める記載事項）」を、綴じ込む必要がありますので、受注後すみやかに別紙に必要な事項を記載し工事担当課の確認を受けてから契約課に提出してください。

対象業務
建築設計業務委託又は建築工事監理業務委託のうち、次に該当する業務が対象となります。
（１）次に該当するもの
① 延べ面積が３００㎡を超える建築物の新築に係るもの
② 増築、改築、大規模の修繕、大規模の模様替えで、当該増築、改築、大規模の修繕、大規模の模様替え部分の面積が３００㎡を超えるもの
（２）（１）①又は②に該当するものの内容の変更
